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　会員の皆様が教職についてから今日まで、時代の移

り変わりの中で学校も少しずつ変化してきました。し

かし、今までの三十数年に比べ、ここ１、２年は、コ

ロナウイルス感染症蔓延や学校の一斉休校など経験し

たことのないことが次々と起こっています。今までの

常識では判断できないことを前に、校長先生方は日々

悩まれているのではないでしょうか。

　どのような環境にあろうと、学校には未来を担う子

どもたちがいます。私たち校長は、多方面から得られ

た情報をもとに、教職員や保護者、さらには地域と協

力して学校の教育活動を進めていかなければなりませ

ん。

　１点目は、コロナウイルス感染症への対応です。年

度当初は感染状況も落ち着いていましたが、徐々に感

染状況が悪化し、学校内での感染という問題に直面し

た学校もありました。感染防止のために休校の措置を

とった学校や行事の予定変更を行った学校など、各学

校の置かれた状況は違えども、何らかの対応を迫られ、

先行きに不安を感じたものです。

　そのような危機を乗り越えるために校長同士で情報

交換し、対応策を共有する動きも県下のあちらこちら

で見られました。改めて組織としての校長会や会員の

皆様の結束の大切さを感じました。

　コロナウイルス感染症との戦いは今後もまだ続くこ

とが予想される中、県や市町が、学校現場での感染拡

大防止のため教職員にワクチンの優先接種を進めてい

ただいていることにも感謝したいと思います。守るべ

きは子どもたちですが、その子どもたちにとって最大

の教育条件は教職員の健康・安全であるということが

社会で理解されてきていることの表れだと思います。

　２点目は、新学習指導要領や福井県教育振興基本計

画の理念に沿って子どもたちの学びを進めていくこと

です。主体的で対話的な深い学びを進めていく前に立

ちはだかるのは、やはりコロナウイルス感染症です。

感染防止のための制限はありますが、徐々に以前のよ

うにペアやグループで学ぶ場面も見られるようになっ

てきました。また、自ら学ぼうとする子どもたちの意

欲を高めてくれているのが、今般 GIGA スクール構

想で整備された、タブレット端末と高速通信ネットワ

ーク環境です。

　教職員が、子どもたちと一緒に楽しみながら、遊び

感覚でタブレットの活用に挑戦する姿が各学校で見ら

れるようになってきました。校長として、各学校での

教職員の挑戦の芽を摘まずに、教職員が安心して新た

なことに挑戦できるよう見守り、励ましていきたいも

のです。

　３点目は、働き方改革です。小学校では時間外在校

等時間が 80 時間を超える教職員はゼロになっている

のではないでしょうか。次の目標は 45 時間以内です。

本校でも、市の取組により、夕方から翌朝の電話を音

声案内に切り替えたり、６限目等をカットし下校時刻

を早めたりすることで、放課後の教職員の業務時間を

確保する取組を進めています。実は下校時刻を早める

取組は、子どもに時間を返すことにもつながり、子ど

もたちにも好評です。

　校長としては、教職員が長時間労働により心身の健

康を損なうことがないよう気を配ると同時に、地方公

務員の定年延長や教員免許更新制度の廃止が検討され

ていることなども伝え、教職員の人生設計の相談に乗

ることも必要になってきています。

　社会の変化に柔軟に対応し、学校で当たり前に行わ

れていることが子どもの自己肯定感を大切にしている

か改めて問い直しながら、校長先生方ご自身が日々健

康で過ごしていただけたらと思います。

福井県小学校長会

　会長　　小　林　利　幸
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　福井県小学校長会の皆様におかれましては、日頃より本県
の教育力向上のためご尽力いただいていることに敬意を表し
ますとともに感謝申し上げます。
　2020年度からの５か年計画「福井県教育振興基本計
画」では、「一人一人の個性が輝く、ふくいの未来を担う人づ
くり」を基本理念に、子どもたち自らが挑戦し協働する力を育
む学びへと舵を切りました。
　教育長としての私の持論ですが、真の学力とは、自ら学ぼ
うとする力、自分が分からない点を分かろうとする力であり、
自分で分からなければ周りの人の力を借りて理解しようとす
る力であるととらえています。
　その真の学力を育む授業づくりを通して、「一人一人が生涯
にわたって、自ら学び、新たな可能性に挑戦する、創造性豊
かな人材の育成」と「多様な個性や価値観を認め合い、一人
一人が自分らしさを発揮できる“全員参加型”の共生社会の
実現」を目指していきたいと考えています。
　そこで、校長先生方にお伝えしたいことを５点記します。
　１点目は、「引き出す教育」「楽しむ教育」です。各学校に
おかれましては、子ども自身に自らの個性に気付かせ、伸ばし
ていく「引き出す教育」や、子どもたちが知的好奇心や探究
心をもって、学びを自ら進んで「楽しむ教育」を実践していた
だいております。各学校から挙げられたテーマを拝見します
と、「 ICTを活用して、子どもの興味・関心を引き出す授業
づくり」「子どもが主体的に取り組む委員会・クラブ活動」な
ど、子ども主体の特色ある学校づくりを推進していただいて
いることが伺えます。秋には、１テーマを取り上げて意見交換
会を開催します。講師による講演、子ども同士のグループ
セッション、講師と参加者によるディスカッション等の内容を
予定しています。小中学生の子どもたちに参加してもらいたい
と考えていますので、奮ってご参加ください。
　２点目は、タブレット端末の活用です。小学校にも一人一
台タブレットの環境が整備されました。新しい環境に戸惑わ
れているかもしれませんが、普段の授業において、「資料画
像のプリントを配付しなくても画面にパッと表示できる」「タ
ブレットを使った意見交換では、今まで発言が苦手だった子
どもも自分の考えを示すようになった」等、効果的なツールと
して活用されていると聞いています。コロナウイルス感染拡大
や大雪による休校時には、持ち帰りで授業を実施することも
可能になりました。今年度、県ではタブレット端末を活用した
「ふるさと福井の魅力プレゼンテーション大会」や「ふるさと
福井ＣＭコンテスト」を開催します。プレゼンやＣＭ作成のノ
ウハウを学べるよう、７月には、小学生を対象に、前田鎌利氏
（プレゼンテーション協会代表理事・書家）によるプレゼン
力向上セミナーを実施しました。９月には、小中学生を対象
に、矢納正人氏（元福井テレビ制作局長）によるＣＭ作成講
習会を開催予定です。当日参加できない人はオンデマンド限
定配信への申込も可能です。子どもたちの様々な学びの場を

提供していきますので、これらの機会を上手に活用していただ
けたら幸いです。
　３点目は、学校教育におけるＤＸ事業です。個別最適な学
びの充実と「引き出す教育」「楽しむ教育」の推進を図るた
め、県ホームページ上に、子どもたちの学習に役立つ様々な
学習のコンテンツや教員が活用できる資料などをアップして
います。教材や情報は、随時更新しているので、是非ご活用
ください。また、今年度、県学力調査における「生活や学習、
学級に関する調査（SASA質問紙調査）」を「タブレット端末
等を使用した質問調査（Googleフォームを活用）」に移行し
ます。調査終了後、直ちに学校で回答状況を把握できるよう
にすることにより、迅速な授業改善や学習支援、学級経営、
学校経営に活用できるとともに、複数学年で継続的に質問
調査を実施することにより、経年比較が可能となります。その
他、保護者への文書のデジタル配信、不登校児童生徒への
学習支援などについても検討しています。
　４点目は、働き方改革です。今年度末までに、時間外勤務
80時間以上をゼロにするという目標を掲げ、各市町教育委員
会や各学校等と協力しながら、教員の働き方改革を進めてい
ます。令和２年度の月80時間以上の超過勤務者は延べ
3,744名で、令和元年度に比べ、29.1％減少（小・中・県立
学校全体の数字）しました。しかし、小学校では増加してお
り、令和元年度より334名増えて861名という状況です。こ
れは小学校教職員全体の2.3％に相当します。新型コロナウ
イルス感染症対策に係る対応等が一因であることは想像に
難くないとはいえ、教職員が心身の健康を損なうことのない
よう、業務の質的転換を図り、限られた時間の中で子どもた
ちに接する時間を十分に確保し、子どもたちに真に必要な総
合的な指導を持続的に行っていただきたいと思います。
　５点目は、危機管理です。新任校長研修の講話資料にお
いても触れましたが、校長先生方には、授業観察や校内の見
回り、地域の方との会話を心がけていただきたいと願いま
す。自ら動いて、ご自身の目で見て、児童や教職員の様子、地
域の状況を把握してほしいのです。表情が暗い子、けがをし
ている子、汚れた洋服を着ている子、先生方の指導の仕方や
子どもたちへの言葉かけ、登下校路の危険な箇所など、どれ
だけのことに逸早く気付くことができるかが肝要です。気に
なることは、些細な内容であったとしても、その日のうちに教
頭先生や主任の先生、場合によっては関係機関と情報を共
有し、対応を具体的に考えてください。危機管理の原則「さし
すせそ」を記します。
　　「さ」…最悪を想定すること
　　「し」…指揮命令をはっきりさせ、慎重に対応すること
　　「す」…素早く動くこと
　　「せ」…正確な情報を入手し、誠意をもって対応すること
　　「そ」…組織で対応すること
学校だけで判断や解決ができない場合は、躊躇せず、県教
育委員会や各市町教育委員会にご相談ください。学校長とし
て危機管理能力を高めることが、子どもたちや教職員の命を
守り、日常の教育活動、学校に対する信頼の維持につながり
ます。
　最後になりますが、小学校は地域の中心であり、保護者や
地域の方々の学校への期待はとても大きいと存じます。子ど
もたちや保護者、地域の方々に信頼される学校づくりに向
け、なお一層の取組をお願いいたします。

福井県教育委員会

　　教育長　豊北　欽一

県教育長挨拶
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福井県小学校長会は、結成以来、本県の小学校教育
の充実・発展のため、真摯に研究と実践を積み重ねる
とともに教育諸条件の整備・充実に努め、多大な成果
をあげてきている。
　これからの社会は、Society 5.0 の実現に向けて急

速に変化するとともに、グローバル化・少子高齢化・
人口減少社会を迎え、労働構造も大きく変わっていく
ことになる。また、新型コロナウイルス感染症も収束
の見通しが立たない状況であり、新しい生活様式によ
る対応も今後も続くことが予想される。このような激
しく変化する社会の中で、小学校教育においても、正
解のない課題に立ち向かい、自立した人間として他者
と協働しながら価値の創造に挑み、未来を切り開いて
いく力の育成が求められている。本県においても「一
人一人の個性が輝く、ふくいの未来を担う人づくり～
子どもたちの「夢と希望」「ふくい愛」を育む教育の
推進～」を基本理念とする新たな「福井県教育振興基
本計画」が策定され、ふるさと福井への誇りと愛着を
もち、自ら学び考え行動する力を育む教育が求められ
ている。
　こうした中にあって、学校は、持続可能な社会の担
い手の育成が求められ、新たな価値を創造し、社会を
生き抜く力を身に付けるために、「知識及び技能」「思
考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力や人間性等」
といった三つの力をバランスよく育む教育を実現する
ため、われわれ校長は、明確なビジョンを掲げ、学校
組織の活性化を図り、創意ある教育課程の編成・実施・
評価・改善に努めなければならない。また、ふくいの
風土に根付いた教育文化のよいところを継承しつつ、
子ども自身の個性に気付かせ、それを伸ばしていくよ
うな「引き出す教育」や、好奇心や探究心をもって学
びを自ら進んで「楽しむ教育」を地域や家庭などとの
幅広い連携・協働のもとで推進していかなければなら
ない。
　さらに、グローバル化に対応できる人材の育成を目
指す「GIGA スクール構想」の推進、英語教育の拡充・

強化、いじめ等問題行動の防止に向けた人権教育と道
徳の教科化、質の高い教育活動を実現するための教職
員の資質能力の向上、特別支援教育の充実、教師が子
どもたちと向き合う時間の確保など、対応すべき重要
課題が山積している。また、危機管理体制の見直し、
安全指導の充実、関係機関との連携を強化した防災教
育の推進も喫緊の課題となっている。

　このような状況の中で、校長は、現状を深く認識し、
教育改革の動向を的確に把握しながら、リーダーシッ
プを発揮し、確かな計画と実行力をもって教育成果を
あげていかなければならない。私たちは、組織の総力
を挙げて課題解決に努めるとともに、積極的に政策提
言を進め、もって県民・国民の信頼に応える必要があ
る。そのために、校長は自らの使命を自覚し、学び続
け、権限と責任のもとに、未来社会に夢と希望をもち、
たくましく生きる児童の育成を志向して、活力ある学
校・信頼に応える学校づくりに努めなければならない。
　以上の方針を踏まえ、本年度は次の活動を重点とし
て推進する。

【本年度の活動の重点】

１ 学校経営の充実
２ 研究活動の充実
３ 持続可能な社会を担う児童に、「生きる力」を育む
　 教育課程の編成・実施・評価・改善
４ 教職員の資質・能力の向上
５ 教職員の定数や処遇の改善、働き方改革の推進

　これらの活動を推進するために、東海・北陸地区及
び全国連合小学校長会との連携を一層密にして組織活
動の充実に努めるとともに、関係諸機関・団体とも連
携し、小学校教育に対する正しい世論の喚起に努める。

【主な委員会と活動事項】
　　

１ 専門委員会
◇人事行財政対策委員会

　　　義務教育費国庫負担制度の堅持、教職員の基礎
定数及び加配定数の拡充、ICT を活用した教育の
推進のための専門職員の配置促進、教科担任制の
導入による教員の持ち時間数の削減、少人数学級
の拡大を目指す学級編制基準見直しの促進、退職
時の処遇の充実、働き方改革等への対策 ･ 要請活
動を行う。

◇調査研究委員会
　　　今日の学校教育の課題や学校経営上の諸問題に

ついて調査研究し、対策に資する。
◇教育研究委員会

　　　研究主題を設定し、研究活動の推進および教育
研究大会の企画推進を行う。

◇編集広報委員会
　　　「會報」の発行とホームページの更新により、

情報の提供、成果の報告等を行う。

２ 特別委員会
必要に応じて設置する。

令和３年度

福井県小学校長会

活 動 方 針

主な委員会と活動事項

【【【【【【【【本本本本本本本年年年度の活動の重重点点点点点点】】】】】】】【【【【【【本本本年度の活動の重点点点】】】】】本年度の活動の重点
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【人事行財政対策委員会】

（要望活動・人対資料）
　４月２０日　○第１回専門委員会

　　　　　　　（第１回小学校人対委員会）

　　　　　　　　正・副委員長選出、活動方針・内容に

　　　　　　　　ついて協議等

　５月１１日　○第１回小中合同人対事前打合せ会

　　　　　　　　活動方針・活動計画の確認他

　　　１９日　○県教委と日程・話題等の連絡調整

　　　２５日　○第２回小中合同人対事前打合せ会

　　　　　　　　当日の運営、参加者について

　６月　　　　○各郡市でアンケートを実施、課題・話

　　　　　　　　題等について集約・分析

　７月　８日　○第１回小中合同人対委員会

　７月１５日　○第３回小中合同人対事前打合せ会

　　　　　　　　当日の運営および話題等の最終協議

　８月　６日　○「県教育長と語る会」準備委員会

　　　　　　　　話題、役割分担等について

　　　２６日　○県教育長と語る会

　９月　中旬　○「県教育長と語る会」についての報告

１０月　　　　○全連小人事対策研究協議会参加（委員長）

　１月　下旬　○第２回小中合同人対委員会

　　　　　　　　全連小報告

　　　　　　　　次年度に向けての課題の協議

【調査研究委員会】

（実態調査・調査報告）（全連小調査）
　４月２０日　○第１回専門委員会

　　　　　　　　正・副委員長選出、年間事業計画の作成

　　　　　　　　調査テーマ、内容（項目）について

　５月　中旬　○調査内容についての会員の希望調査

　　　　　　　　郡市ごとに希望調査、全体の集計

　６月１６日　○第２回専門委員会

　　　　　　　　調査研究項目・内容の決定

　　　　　　　　調査方法・集計方法について

　７月　上旬　○各郡市において調査の実施、集計

　８月　　　　○各郡市調査研究委員会

　　　　　　　　担当項目の考察作成

　９月２９日　○第３回専門委員会

　　　　　　　　調査結果の分析、考察検討

　　　　　　　　調査研究報告書の原稿作成

１０月　中旬　○第４回専門委員会（正・副委員長）

　　　　　　　　原稿検討、調査結果分析、考察

人事行財政対策委員会

調査研究委員会

１０月　下旬　○全連小調査研究協議会参加（委員長）

１１月　中旬　○報告書のデータ配信（校長会ＨＰ）

　　　　　　　　県教委、地教委等へ報告書配付

　１月　　　　○本年度活動のまとめ（アンケート）

　　　　　　　○調査研究概要報告

　　　　　　　　各郡市調査研究委員が概要報告

　　　　　　　　　　

【教育研究委員会】

（研究推進）（全国・東陸石川大会）
　４月２０日　○第１回専門委員会

　　　　　　　　正・副委員長選出、事業計画案作成

　　　　　　　　県、東陸・全国教育研究大会について

　６月　７日　◯第２回専門委員会

　　　　　　　　県教育研究鯖丹大会について

　　　　　　　　全連小・東陸石川大会確認

　８月２５日　○県小学校長教育研究鯖丹大会（中止）

　　　　　　　　福井型８分科会で郡市発表（誌上発表）

１０月１４日　◯全連小・東陸石川大会

　　～１５日　　13分科会・全体会・シンポジウム

１１月　　　　○「研究の手引き」作成完了・配付

　２月　中旬　○第３回専門委員会

　　　　　　　　県教育研究鯖丹大会の反省等

　　　　　　　　令和４年度各研究大会の概要

【編集広報委員会】

（會報発行・ＨＰ更新）
　４月２０日　○第１回専門委員会

　　　　　　　　正・副委員長選出、活動方針

　　　　　　　　各郡市原稿割当の確認・決定等

　　　　　　　　「會報」編集計画

　５月　上旬　○「會報」113号原稿依頼

　　　　　　　　県教委・校長講話執筆者・新任校長へ

　　　　　　　　の依頼

　　　　　　　○ＨＰ更新①

　７月１１日　○一次校正締切

　７月１４日　○全連小広報担当者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　（委員長）→中止

　８月　２日　○第１回編集企画会議（正・副委員長）

　　　　　　　　二次校正・編集作業　　

　８月２５日　○第２回専門委員会（オンライン）

　　　　　　　　「會報」114号企画・原稿依頼計画

　　　　　　　○「會報」113号発行

　９月　中旬　○「會報」114号原稿依頼

　　　　　　　○ＨＰ更新②

１２月　３日　○一次校正締切

　　　　下旬　○第２回編集企画会議（正・副委員長）

　　　　　　　　二次校正・編集作業

　１月　下旬　○第３回専門委員会

　　　　　　　○「會報」114号発行

　２月　　　　○ＨＰ更新③

令和３年度

専門委員会活動計画

教育研究委員会

編集広報委員会
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「『なまえのないねこ』を読んで」
福井市社北小学校長

中谷　忠裕
　今日は、「なまえのないねこ」という絵本を紹介し
ます。この猫に飼い主はいません。いつも街の中で暮
らしています。そのため、誰にも名前を付けてもらっ
たことがありません。呼ばれたとしても、ただの「ね
こ」でした。けれど、街の中で出会う猫たちは、みん
な名前をもっていました。くつやさんの猫は「レ
オ」、本屋さんの猫は「げんた」、おそばやさんの猫
は「つきみ」と名前を付けられ、飼い主にかわいがら
れているのです。
　あるとき、「なまえのないねこ」は自分にも名前が
欲しいと思い、街中をいい名前がないか探し回りまし
た。なかなか、いい名前が見つかりません。雨が降る
日、公園のベンチの下で雨宿りしていました。名前も
見つからず、聞こえてくる雨の音で、心が沈んでいく
ばかりでした。
　そこへ、女の子が「おなか、すいてるの？」と声を
かけてくれました。「きれいなメロンいろの目をして
いるね」との優しい言葉を聞いて、自分が欲しかった
のは名前ではなかったことに気付きました。「なまえ
のないねこ」が欲しかったのは、名前を呼んでくれる
人だったのです。きっと、自分を呼んでくれて優しく
遊んでくれる人が欲しかったのでしょう。
　皆さんは、自分の名前をもっています。この猫のよ
うに名前が欲しいとの思いになったことはないはずで
す。しかし、自分の名前を誰からも呼んでもらえず、
誰とも話をしない日が続いたら、どんな気持ちになる
でしょうか。きっと、雨降りの日にベンチの下で猫が
感じたように、心が沈んでいってしまうでしょう。
　名前をきちんと呼ばれることで、相手から認められ
ているという感情が生まれます。自分の名前を呼んで
くれる人に対して、親しみさえ感じるようになります。
　絵本は、雨の降る中、女の子の傘に入りながら「な
まえのないねこ」が一緒に歩く後ろ姿の場面で終わっ
ています。きっと、この後、「なまえのないねこ」は女
の子に名前を付けてもらい可愛がられたことでしょう。
　悩んでいたり考え事をしたりしているとき、周りの
人が心配して声をかけてくれると、心が落ち着きま
す。クラスの中で、あまり周りの子から話しかけられ
ずに寂しい気持ちになっている人は、いませんか。そ
んな子がいたら、名前を呼んで話しかけてください。
　雨降りのベンチの下にいる猫を見つけた女の子の優
しい言葉は、「なまえのないねこ」の心を明るく優し
い気持ちにさせました。優しい言葉は、周りの人の心
を優しくします。優しい言葉が人から人へ伝わり、み
んなが優しい気持ちで過ごせるクラスや学校にしてい
きましょう。

「幸せ」とは（卒業式式辞の一部抜粋）
鯖江市神明小学校長

林　 和 友
　今日は皆さんにお話しできる最後の日ですので、人
として誰もが願う「幸せ」についてお話しします。皆
さんは「幸せとは何ですか？」と聞かれたら、どう答
えますか。お金持ちになること、健康であること、何
でも思い通りになること、いろいろ考えられますね。
そこで、それを考える参考にするために、神奈川県に
在るチョークを作っているある会社の話をします。チ
ョークとは、教室の黒板に字を書くときに使うチョー
クのことです。この会社については、テレビや本で何
度も取り上げられているので聞いたことがあるかもし
れませんが、会社のホームページなどに書かれている
ことをもとに話をします。
　実は、この会社は全従業員 88 名という、それほど
大きな会社でもないのですが、そのうちなんと約 70
％にあたる 63 名が知的障がい者の方だそうです。会
社は 84 年の歴史があり、今から 62 年前に二人の障
がい者を雇ったのが始まりです。当時の社長は「福祉
施設にいればもっと楽な仕事ができるのに、なぜわざ
わざしんどい思いをするかもしれないうちの会社で働
きたいのか？」と疑問に思い、ある禅寺のお坊さんに
尋ねたそうです。するとお坊さんは「人間の究極の幸
せは、一つは愛されること、二つ目は褒められること、
三つ目は人の役に立つこと、そして四つ目は人に必要
とされることです。福祉施設で大事に面倒を見てもら
うことが彼らの幸せではなく、働いて人や社会の役に
立つ会社こそが人間を幸せにするのです」と話された
のです。それを聞いた社長は、働いていれば時には辛
いこともあるけれど、無心に働くことで社会に必要と
される幸せを感じていくことが彼らには大切であると
思って最初の二人を採用したそうです。それ以降、こ
の会社は知的障がい者の採用を増やし続け、現在では
日本のチョーク生産の 30％を占めるまでの大きな会
社になりました。また、この気付きを社会に伝えてい
くことを会社の使命の一つだと考え、積極的に広報活
動もしているそうです。
　皆さんが小学校生活最後のこの一年間、新型コロナ
ウイルス感染症に日本中いや世界中が振り回されまし
た。私たちは、ウイルスに負けまいと新しい生活様式
を学校に取り入れ頑張ってきました。しかし、このウ
イルスとの闘いに本当の命を賭けて最前線に立ってい
る医師や看護師の皆さんがここまで頑張れたのは、お
そらくこの「人の役に立ちたい」「人に必要とされたい」
という強い意志をもっていたからだろうと思います。
　皆さんもそう遠くない将来、仕事に就くことでしょ
うが、それがどんな仕事でも心を込めて一生懸命に取
り組むことで人や社会のためになるのです。皆さんの
本当の幸せを願っています。
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パタパタ･カードでSDGs
若狭町立気山小学校長

三好　万里子
　SDGs は、世界の 193 の国の人たちで決めた 17
個の目標で、2030 年までの達成を目指しています。
人間が今の暮らし方を続けると、未来がとても心配で、
変える必要があるのです。
　今、ご飯が十分に食べられず栄養が足りていない人
はどれくらいいると思いますか？　なんと８億人もい
るそうです。アフリカでは３人に１人です。逆に、日
本では食べ物を年間 600 万トンも捨てています。ど
う思いますか。

　先週、全校でカヤ田の自然観察会に行きました。カ
ヤ田には、数多くの種類の生き物が棲んでいましたね。
カエルやイモリの仲間を両生類といいますが、絶滅の
危機にある両生類が 42％もいるそうです。守りたい
ですね。

　みなさんは、「日本は平和で豊かな国だ」と思って
いますよね。でも、191 か国中 166 位という、残念
な順位の調査があります。それは、国会議員に占める
女性の割合です。女性の意見が国に届いているか心配
ですね。

　SDGs には「誰一人取り残さない」という約束があ
ります。「自分さえよければ」という暮らし方は、地
球を滅ぼしかねません。小学生のあなたが、今、この
瞬間からできること。それは、他の人や生き物や世界
について「考えること」です。

“はやぶさ２”長期旅行の秘密
越前市国高小学校長

北畑　一浩
　ところで、皆さんは地球って知っていますか。見た
ことがありますか。
　世界中のみんなが住んでいるこの星のことです（地
球儀を用意しておいて提示する）。ここにある地球儀
や図鑑や教科書などで写真を見たことがあると思いま
すが、実際には、大きすぎて見ることはできませんね。
　 （地球儀を見せながら）日本がこのあたりにあって、
皆さんはちょうどここにいます。ラグビーワールドカ
ップで優勝した、南アフリカの人はこのあたりにいま
す（人型の紙を張り付ける）。南アフリカの人はなぜ
落ちてしまわないのでしょうか。
　実は地球には重力というものがあって、地球が人や
車や物などすべてのものを引っ張っているので、落ち
はしないのです。このことを覚えていてください。
　一昨日のニュースで、「はやぶさ２」が地球へ戻っ
てくるという話題がありました。「はやぶさ２」のこ
とを知っていますか（写真を見せる）。地球から遠く
離れた「りゅうぐう」という星にいます。「りゅうぐう」
という星は、地球から８億キロメートル離れたところ
にあります。８億キロメートルの長さはどれくらいか
分かりますか。地球の一周が４万キロメートルと言わ
れていますから、その２万倍の長さです。つまり、地
球を２万回、周らなければならない距離ということで
す。「はやぶさ２」はそこまで行って、また８億キロ
メートルの距離をこれから戻ってくるということです。
　では、「はやぶさ２」はどうやってそこまで行って、
また戻ってくるのでしょうか。エンジンも付いていま
すが、そんな遠くまで行く燃料も積めません。他の方
法を使っているのです。実は、先ほど話した地球の重
力をうまく使っているのです（高学年の児童に協力し
てもらう。児童に手を伸ばして真っすぐに歩いてもら
い、途中で教員がその児童の手を取り、引っ張りなが
ら回転する。児童は小走りになり、回転した方向に進
む）。
　この様子を、簡単な実験道具で見せてみたいと思い
ます（実験をしてみせる。ネオジウム磁石が張り付け
てある近くに鉄球を転がし、鉄球の速度が上がる様子
を見せる）。
　このようにして、宇宙を走行する方法を「スイング
バイ」といいます。こういった方法を他の星で繰り返
しながら、燃料を節約して進んでいます。宇宙ならで
はの方法ですね。
　 「はやぶさ２」は、来年の暮れに戻ってくるという
ことなので、また注目してみてください。いろいろな
資料やデータを持ち帰ってくると思います。宇宙のい
ろいろなことがまた明らかにされると思います。楽し
みですね。
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新 任 校 長 の 言 葉新 任 校 長 の 言 葉

一人一人が輝き　共に育つ学校に
福井市安居小学校長　斎藤　瑞恵

　一人一台端末が配備され、まさに令和３年度は
GIGA スクール元年と言えます。まずは、一台一台に
管理番号等のラベルを貼り、保管庫の準備をして、「と
にかく使ってください」というところからのスタート
でした。早速若手教員が授業で使い始め、GIGA スク
ール担当教員が iPad の使い方について校内研修を企画
してくれました。職員室ではベテラン教員が若手教員
に使い方を尋ねる姿が見られるなど OJT も行われてお
り、先生方の新しい物を取り入れるバイタリティーと
積極性に頭が下がる思いです。
　子どもたちはと言えば、そう抵抗もなく端末を手に
集中して学習に取り組んでいる姿が見られます。子ど
もの順応性は予想以上でした。
　端末の活用で広がる様々な学びのかたちについては
これから模索しながら授業実践を重ね、その効果を検
証していかなくてはなりませんが、楽しみながら実践
し、学びを豊かにできればと考えています。
　 『一人一人が輝き、共に育つ』学校に。これは子ど
もだけでなく教職員にも当てはまります。「こんなこと
もできるよ」「こういうふうに使うと効果があった」と
教職員による協働的な学びが無理なくできる職場環境
を整えていきたいと考えています。そして、子どもも
教職員も学びを楽しめる、そんな学校づくりを行って
いきたいと思います。

「５０㎝ 改革を目指して」
　　　　　 　永平寺町吉野小学校長　佐々木　和人
　変異株により、新型コロナウイルス感染が拡がり、
今年も変更に次ぐ変更の中でのスタートになりました。
また、学校にはタブレットが一気に導入され、その有
効な活用と、それを指導する我々教職員のスキルの向
上が課題となってきており、各校で取組が始まってい
ることと思います。
　本校では、タブレットを活用できる先生と、ほぼ初
心者の先生の二人をタブレット担当としました。「こん
なこと今さら聞けないことを研修の計画として挙げま
しょう」とお伝えし、計画を立て研修しています。何
事も同様ですが、少し分かるようになると次への意欲
につながっていきます。結果、５月下旬ごろ４学年以
上は、タブレットを使って学年懇談会をすることがで
きました。低学年も担任が懇談の説明動画を撮影し、
ホームページにアップすることができました。
　ところで、行事が延期や変更になったことにより、
行事同士の間隔が短くなったり、打ち合わせが増えた
りして、少しずつ先生方の負担が大きくなってきてい
ます。校長として、本校の教育方針である「自主・自立」
を目指し、中・長期的な視点をしっかりもち、手が届
く５０㎝前のことから改革していくことを続けていき
たいと思います。

私の学校ではなく、みんなの学校へ
勝山市立荒土小学校長　前野　英治

　スクールプランづくり。新学期が始まり、校長が真
っ先に取りかからなければならない大仕事です。
　早速、４月１日と２日の二日間、職員一人一人と面
談して、先生方の「やってみたいこと」や「チャレン
ジしたいこと」を聞き取り、「それ、いいですね。やり
ましょう！」と言いながら、せっせとメモ。そのメモ
したことを全てスクールプランに書いていったら、い
つの間にか、皆さんの「やりたい！」でいっぱいのス
クールプランが出来上がりました。やおら、職員室も
活気付いていて、皆さん、とても楽しそう。

　 「ありがとうノート」　新学期がスタートして新しい
ノートを１冊購入。一人あたり４ページずつで、職員
の名前をタックシールに書いて貼ります。そして、毎日、
退校する前に一日を振り返って、思いつくままに先生
方の頑張りや子どもに対する素敵な言葉がけなどをせ
っせとメモ。語尾はなるべく、「～してくれてありがと
う」。
　これで、終わりではありません。週に１回、先生方
から提出される週案に、この「ありがとうノート」を
見ながら感謝のコメントを書き写します。すると、先
生方に対する信頼感や感謝の気持ちで心がホコホコと
してきてとても幸せな気分になってくるのです。

藤野厳九郎先生の志を受け継いで
あわら市本荘小学校長　虎尾　茂樹

　中国の文豪、魯迅が生涯恩師と慕い続けた藤野厳九郎
先生が生まれ育った地区に本校は在ります。藤野先生が
現在の東北大学で解剖学の教鞭をとっていた時に、中国
からの留学生、魯迅と出会いました。医学を志す者に国
や人種は関係ないという信念のもと、医術だけでなく人
としての在るべき姿を魯迅に愛情深く教えたのです。
　その後、魯迅は中国に戻り作家として活躍、藤野先
生は故郷に戻り一人の町医者として、貧富の区別なく庶
民のために人々の命を守り続けました。その功績は今も
語り継がれています。
　私は、今のコロナ禍においてこそ、「命を大事にする
こと」「差別や偏見をなくすこと」「人のために尽くすこ
と」がとても大事なことだと考えています。それは正し
く藤野先生の生き方そのものなのです。この素晴らしい
先人の生き方を子どもたち自身が学び、何かを感じ取っ
てもらえるような仕掛けができたらと考えています。
　そのためにも教職員が一丸となって系統的な学習プ
ランを立て、地域も巻き込みながら実践を進めていき
たいと考えています。
　そして、本校の子どもたちが、自分たちの住む地域
に誇りと愛着をもち、将来、自信をもって大きな世界
へと羽ばたいていってほしいと願っています。
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　　　　　　　　この度、「會報」113 号を発行する運びとなりました。新型コロナウイルス感染症対策のため、５月の県小学校長学校
　　　　　　　運営研究大会が中止となり、他の会議や研修会もオンラインでの開催となることが増えました。予測困難な状況の中だから
こそ、私たちは互いの思いを伝え合ったり、情報を共有したりすることの必要性を改めて感じ、その方法を模索しています。この「會報」
や県小学校長会ホームページでの発信がその一助になれば幸いです。言葉を寄せていただきました県教育委員会教育長 豊北欽一様をはじ
め会員の皆様には、様々な対応でお忙しい中、原稿執筆へのご協力を賜りましたことに対し、深く感謝申し上げます。

編集後記

学校が教えてくれたこと
越前町立城崎小学校長　山野　裕子

　目の前に広がる大海原。鮮やかな緑の山並みと鳥の
さえずりに包まれる校舎。ぴちぴち跳ねる、とれたての
魚のように元気な子どもたち。先生方にと、水揚げされ
たばかりのホタルイカを届けてくれる漁師のお父さん。
　越前海岸沿いの高台に立つ城崎小学校に着任し、私
の頭の中に渦巻いていた難しい言葉や、あれやこれや
の悩みと迷いは小さくなっていきました。

「この環境、この学校だからできる教育をしよう」
「子どもたちには、のびのびとたくましく育ってほしい」
「小さなことにこだわらない、広い心をもとう」
こんな思いが、自然とわき上がってきたのです。
　社会は劇的に変わるとか、予測困難な時代とか、何
度も聞かされイメージだけしていたことが、現実となり
ました。そんな今、私が本当に大切にしたいのは、リア
ルな体験や直接的な人との関わり、ねばり強さやたくま
しさといった「人間の根っこ」を育てることだったのだ
と、この学校が教えてくれたと言えるかもしれません。
　魅力的な先生方に、頼もしい教頭先生。愛にあふれ
る保護者や地域の方々。船出するには十分に心強い仲
間がいます。私は校長として、分かりやすい言葉で思い
を伝える羅針盤に、時には安心できる灯台やアンカーに
なれるよう、努めていきたいと思います。

「コウノトリ」からの学び
　　　　　 　　越前市坂口小学校長　松谷　昭子

　福井県の県鳥が、昭和 40 年前後の一時期「コウノ
トリ」だったことをご存知ですか？かつてコウノトリ
は、県民に親しまれた身近な鳥だったようです。
　学校から見える人工巣塔では、そのコウノトリのペ
アが、３羽のひなの子育て真っ最中です。児童は、玄
関前の望遠鏡をのぞき、驚く速さで成長していくひな
の様子や、親鳥が交代で一生懸命にえさを運ぶ様子を
観察しています。また、昔、羽飾りとして輸出するた
め殺されたり、有害な農薬が使われ餌のカエルやドジ
ョウがいなくなったりしたことで、コウノトリが日本
からいなくなったことなども教わりました。
　坂口地区は、15 年以上も前からビオトープを作った
り休耕田でドジョウの繁殖をしたりして、コウノトリの
ための環境保全に力を入れており、望遠鏡の周りには、
児童と一緒にひなの成長を心から喜んでいる近所の人々
の姿も多く見られます。無農薬のコメ作りでも、地域の
方々と一緒に、児童も田植えや草取りに汗しています。
　ひなは７月には巣立ち、秋の間は坂口の空を飛び回っ
ているはずです。この「コウノトリ」の学びを通して、
児童が生命の輝きや環境保全の大切さに気付くととも
に、地域の人々の思いもしっかり受け取り、ふるさとを
愛する大人に育ってくれることを願っています。

あるニュースから
敦賀市立敦賀西小学校長　栗城　信市

　先日、ある水産業者のニュースを見ました。その業
者は、おいしい魚と持続可能な漁業を追求し、養殖に
よりカンパチのブランド化を推進しています。値が張
りますがおいしい極上のカンパチを提供しています。
しかし、軌道に乗った経営がコロナ禍により大きなピ
ンチを迎えました。ブランド化したカンパチを卸して
いた多くの店が休業となり、売れません。ブランドを
捨て安価で売れば、カンパチは売れるかもしれません。
しかし、今まで何年もかけてつくりあげたブランドカ
ンパチが消えてしまいます。水産業者が葛藤します。
そして、出した結論。ブランドを守り、新しい挑戦を
始めます。店に頼み込んでランチ時にカンパチを提供
してもらうことにしました。大きな商売にはなりませ
んが、待っていても始まりません。「今までのやり方で
は生きていけない。変わらなければ」。
　私が学生の時に過ごした教室とは全く違った風景が
広がります。子どもたちはタブレットを操っています。
10 年後、今学校で学んでいる子どもたちが生きる社会
は、どう変化を遂げているのでしょうか。困難にぶつ
かったとき、苦しみながらも考え抜いて、自分の道を
切り拓く勇気、そして力が必要です。この水産業者の
ように、決してへこたれない、そんな子どもたちを育
んでいきたいと思いました。

挑 戦 と 協 働
小浜市立加斗小学校長　田 中 　悟

　着任して約三か月が過ぎようとしています。行政から
の転任でまず学校のリズムに慣れるところから始まりま
したが、徐々にペースを取り戻しつつあるといったとこ
ろです。小規模の学校でベテラン教職員が多いため、任
せておける部分が多いものの、新しいことに挑戦すると
いった点ではやや課題があるとも言えます。コロナ禍で
の行事の在り方やタブレット端末の活用など、教職員に
はこれまでにない変革が求められていると実感します。
　そんな中で教職員に求めたのは「挑戦と協働」です。
これまで教職員の独自性で様々な活動が展開されてき
ましたが、それぞれの活動のつながりを意識したり、学
年の枠を超えて連携したり、役割分担したりということ
が少なかったように思います。一人一人の教職員の発想
や思いをチームとして取り上げて膨らませていく、そん
な教職員集団に高めていきたいと考えています。
　そこで、まずはふるさと学習の取組をプロジェクトチ
ームによって進めることから始めています。これまで６
年生が行っていたシーカヤック活動や蒼島学習という地
域探究活動を「山や海に親しむ学習」として全学年の活
動にしていく計画です。PTA や地域の方々とのつなが
りを深めつつ、教職員が互いの力を高め合うために校長
としてどう動くか、試行錯誤の毎日です。


